	表題：第1回デジタルサイネージ調査研究会

	日時：

2008/11/12　15:00～16:30
	場所：

慶応義塾大学三田キャンパス東館６F
	記録：egawa
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	参加者：総務省　情報通信国際戦略局　齋藤晴加　様

　　　　　　　　情報流通行政局　安藤英作　様
　情報流通行政局　折笠史典　様
パナソニック(株)　窪田賢雄　様

日本電信電話(株)　川添雄彦　様

伊能美和子　様
(株)オリコム　吉田勝広　様

(株)スペースシャワーネットワーク　引場純一　様
(社)デジタルメディア協会　村上敬一　様
　　　　秋葉原タウンマネジメント(株)　関幸子　様

　　　　(株)ヒューマンメディア　小野打恵　様
　　　　慶応義塾大学DMC統合研究機構　菊池尚人　様

デジタルサイネージコンソーシアム　石戸奈々子　様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　江口靖二　様

１．事務局連絡

・開会挨拶
２．菊池様の挨拶

・この調査研究会は産官学それぞれの観点からその時々のトピックを議論のテーマとし

て扱っていく

・進行にあたっては外部有識者をフレキシブルに招聘していく

　・調査研究会は隔月の開催を予定している

３．各参加者からのコメント
３−１．齊藤様
　・財政当局と折衝中のため未確定事項もあるが、配布資料にある内容で進めている
　・大きく３つの柱があり、合わせて20億円規模の予算を想定している

　・予算が確保できた場合、年明けに一般からの意見募集を行う予定

　・多様なコンテンツを多様な伝送経路で配信するためには様々な課題を解決する必要が
ある

　・既存コンテンツをマルチユース化するという話も実証実験を通して実現していきたい
３−２．川添様
・メタデータの在り方に関する議論が必要

　・最終的には国内のメタデータの仕様が世界標準となる方向を目指したい

　・IPTVとDSは近しいメディアと考えられる

　・配信方法については実証実験の中で確認していきたい

３−３．伊能様
　・今後はリアルタイムのストリーミング方式が理想と考えられる

　・災害情報を位置情報と絡めて流すことも考えられる
　・コンテンツを簡単に入手できる仕組み（アドマーケット）の構築なども課題
　・マイクロクライアントの広告を限定した地域に流すなどの試みも考えられる

３−４．江口様
　・メディアである以上は媒体としての価値を計る指標が必要
　・具体的な場所が関係してくるのがDSの特徴

　・逆に条件や規制が絡んでくるのでこの辺りの整備が望まれる

・公共のための利益も考えていく必要がある
３−５．窪田様
　・DSの第一世代は出来上がってきた感がある

・システム部会を通して感じているのは言葉が統一されていないということ

　・同じ言葉が話せる環境（土台）をまず作りたい

３−６．小野打様
　・公共広告は難しいところが多い

　・広告だけではなく行政の情報などとのバランスが必要

　・ニーズとニーズをつなぐという点でのDSの在り方を探っていきたい
３−７．関様
　・秋葉原の事件の時に現場にいたが、ケータイのニュース情報が一番早かった
　・現場に近いほど現場の情報が分からない
　・技術、標準化、伝送方法などの論点があるが、受け手視点での議論も今後おこなって

欲しい

　・災害情報や防犯情報が間違った形で流れると現場は混乱する

　・流れてくる情報を受け手が取捨選択できるかどうかが大事

　　ワンソースではなくマルチソースによって正しい判断ができる可能性が高まるから

３−８．村上様
　・標準化が整備されることで新たなビジネスが生まれると考えている

　・DS上で効率の良い広告が実現できることで、人的リソースが別の部分に充当でき、

世の中のパイが大きくなるという好循環が期待できる

　・社会的にデメリットとなり得る事象への対策を考える必要がある

３−９．安藤様
　・公共性の高いメディアであることを認識できた

　・今後は規制に関する問題が浮上してくることが考えられる

　・今後広く意見を募集した上で必要に応じて補正予算を検討する可能性も出てくる
３−10．引場様
　・DSはロケーション単位である程度受け手のセグメントが想定できる

　・広告につながる要素をもっている
３−11．吉田様
　・広告に関してはほとんどのメディアで前年を下回っている
・視聴者の一日の動線の中でOOHの位置づけが重要視されている

　・駅ジャックなどをDSでできたら嬉しいが規制の問題などがあるだろう

３−12．齊藤様
　・配布資料の図は公共情報に偏っているが、広告媒体としての役割も認識している

　・気づかなかった観点での意見が多く参考になった

　・これらを今後の実証実験で具現化させていきたい

４．質疑応答

　Q 先日ロケーション部会を立ち上げた。あるエリアに着目して街づくりを含めたサイネージのあり方を考えていきたい。六本木や大丸有など。それぞれのケースで実証実験を実施かつエリア間で連携できたら嬉しい

　A 複数個所での実施を前提としていた。予算の額との兼ね合いもある。

　　連携は必要に応じて関係省庁とも連絡をとって進めたい
　小野打様
　　NYのように24時間電飾しなければいけないという形の規制もある

　関様
　　DSに向いている人が秋葉原に集まっている。秋葉原でもぜひ実験を行ってほしい

　江口様
　　景観を危惧する議論がある。逆にDSをつかって景観を作ってはどうか。構造物中心の考えもあるがDS中心の景観計画もある。コムキャスト本社などは行列ができている。

４．おわりに

　・次回は2009年1月14日
　・各部会の動きや周辺の状況などを勘案してテーマ設定かつ開催連絡をする

　・地域関係者をはじめ外部有識者を招聘して進めたい

以上


